平成23年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：公害対策費

	事業名:　大気汚染常時監視事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）   　

環境生活部　地球環境課　大気環境担当                         

電話番号：058-272-1111（内2697）
   

E-mail：c11264@pref.gifu.lg.jp                               

	事業費


　要求額：31,347千円（前年度予算額：26,849千円）

	事業内容


　
	１　事業の内容


大気の環境基準の達成状況の把握及び光化学スモッグ注意報等の緊急時の対応のため、大気汚染防止法に基づき、大気環境の常時監視を実施する。

（１）大気汚染状況常時監視事業
・大気測定局（14局）、大気環境測定車（1台）による常時監視及び測定機器の維持管理を行う。
（２）大気汚染常時監視テレメータシステム整備事業
・県内の大気測定局の監視データを、リアルタイムで把握し、インターネットで速報値として公表する。
・大気汚染物質が高濃度になった時には、光化学スモッグ注意報等を発令して、健康被害を防止する。
（３）大気環境自動測定機器整備費
・新たに微小粒子状物質（PM2.5）の環境基準が設定されたことから、大気測定局に微小粒子状物質の自動測定機を整備する。
	２　所要経費


（１）大気汚染状況常時監視事業　　　　　　　　　　　15,546千円
（２）大気汚染常時監視テレメータシステム整備事業　　11,214千円
（３）大気環境自動測定機器整備費　　　　　　　　　　 4,587千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり
１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る
	２　これまでの取組状況


大気汚染状況の常時監視及び結果の公表を行った。測定されたデータは、環境資料として国立環境研究所、岐阜県保健環境研究所等において解析されている。また、光化学オキシダントが高濃度となった際には、「岐阜県大気汚染対策要綱」に基づき、光化学スモッグ注意報等の大気汚染情報を発令している。
	３　これまでの取組に対する評価


平成21年度は光化学オキシダントを除く常時監視項目（二酸化硫黄、浮遊粒子状物質、二酸化窒素等）について環境基準を達成した。しかし、光化学オキシダントについては達成しておらず、注意報発令基準を超過する日もみられたことから、引き続き常時監視を実施するとともに、緊急時には、大気汚染情報を迅速に伝えることができる体制をとる。
	決定額の考え方


　大気環境自動測定機器整備費については、国補正の地域活性化交付金を活用し、３月補正予算に計上します。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
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